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令和３年度 第１回小樽市総合教育会議 

開催日時 

令和３年１１月２５日（木） １６：００～１７：４２ 

開催場所 

小樽市教育委員会庁舎１階第１会議室 

出席者 

 

  

（構成員） 

小樽市 市 長  迫   俊 哉 

 

 

小樽市教育委員会 

教育長  林   秀 樹 

委 員  小 澤 倭文夫 

委 員  荒 田 純 司 

委 員  常 見 幸 司 

委 員  黒 田 仁 美 

 

 

（事務局等） 

小樽市 

 副 市 長 小山 秀昭 

総 務 部 長 佐藤 靖久 

 総務部企画政策室長 林  昭雄 

企画政策室主幹 津川 義信 

 企画政策室主査 赤井 宗規 

小樽市教育委員会 

 教 育 部 長 中島 正人 

 教育部次長 薄井 洋仁 

 学校教育支援室長 大山 倫生 

 学校教育支援室主幹 篠崎 大作 

 学校教育支援室主幹 村中 寿幸 

 学校教育支援室主幹 吉田 健一 

 施設管理課長 柿岡 佳憲 

 生涯スポーツ課長 富樫 誠 

 教育総務課長 成田 和陽 

 教育総務課総務係長 森田 裕規 

 ※ 傍聴者数２名 

協議・調整事項 ① 新しい時代の学びの実現について 

               ・ＩＣＴ環境の整備 

・学校施設の整備 

・学校図書館の整備 

・特別支援教育の充実 

② 不登校児童・生徒への対応 

③ 学校でのいじめ対策 

④ 子どもたちのスポーツ振興 

⑤ ふるさと教育の状況 

 

 

― 会 議 内 容 ― 

 

企画政策室長 それでは定刻となりましたので、令和３年度第 1 回小樽市総合教育会議を

開催いたします。本日は傍聴の方が 1 名いらしております。それでは、この

会議を招集いたしました迫市長より挨拶を申し上げます。 
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市 長 皆さんこんにちは。大変お忙しい中、総合教育会議にお集まりいただきま

して、ありがとうございます。今回で 7 回目を迎えるところでございます。

教育委員の皆様方には、日頃から、本市の教育行政にお力添えをいただいて

おりますことを、まずもって感謝申し上げたいというふうに思っております。

日頃から、林教育長をはじめ教育部とは意見交換をさせていただいておりま

すけれども、この会議は年に一度ということで、ルールはないんですけど慣

習的に年に一度開催されておりますし、また予算編成前に行われるというこ

とでもありまして、大変貴重な機会である重要な場であるというふうに認識

をしているところでございます。この間、コロナ禍で教育現場には大変な御

負担をおかけしたというふうに、感謝を申し上げておりますし、これは市長

部局もそうですけれども、デジタル化も含めて、大きな時代の変化の中にあ

るなというふうにつくづく感じておりまして、そういった中で、教育現場で

勤務されている皆様方には本当に感謝を申し上げたいというふうに思ってい

るところでございます。 

私、市長の任期 1 期目の最後の年を迎えております。今日で 4 回目の総合

教育会議ということになるんですけど、少しこの間、私の公約との関係で申

し上げさせていただきたいなというふうに思っております。決して自慢する

わけではなくて、これはしっかりとこの間、教育委員会と連携して、これだ

けの事業をやってきたんだということをまず皆さんに御報告をさせていただ

いた上で、今日、私の方からも幾つか提案をさせていただく案件があります

けれども、その背景について説明をさせていただければというふうに思って

おります。 

一つ公約の関係で申し上げますと、適正配置計画というのがあります。私

が市長に就任してまず、この適正配置計画の凍結を決めました。この点につ

いて、本当に教育委員会の皆さんには御理解をいただいたことに感謝を申し

上げております。常々子供たちの数が減ってくるということで、あたかも数

合わせのように学校の統廃合を繰り返していくということについては、私と

してはどうなのかなというふうに思っております。子供が減ったとしても、

地域における学校の役割っていうのはあるわけですし、具体的に申し上げま

すと、コミュニティの形成の場であったり、避難所であったりという役割が

あって、学校の果たす役割っていうのは勉強を教える場だけではないという

ふうに思っておりまして、そういった思いから、適正配置計画の凍結を表明

したわけであります。小規模校ではありませんけども、西陵中学校と松ヶ枝

中学校が統合予定でしたけども、そのままその地域に残すことにいたしまし

たけれども、何より今年度、忍路地区に学校を併置という形で存置いただく

ことになったこと、本当に感謝申し上げております。規模は小さくても、そ

の地域に合った特色ある教育をして、多くの生徒さん達を受け入れるという

ことで評価をしたいというふうに思っております。これは教育だけの問題で
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はないと思っております。市長部局のまちづくりとしっかり連携しながら、

その地区のユニークな教育環境を構築していければいいなというふうに思っ

ているところでございます。 

二つ目は教員の負担軽減。これは働き方改革との関連もあるんですけれど

も、何とかこう先生方の学校現場における負担が大きいという認識のもとで、

この負担軽減をできないかということの中で、この間、スクールカウンセラ

ーの増員ですとか、学校図書館司書の増員、或いは、部活動の問題もいろい

ろあったわけで、部活動の指導員をこれは新たに配置をしまして、この間も

増員をさせていただいております。今年度はかねがね教育委員会から御要望

がありました、校務の支援システムですね、これをすべての学校で導入した

わけではありませんけれども、今試験的に幾つかの学校で導入させていただ

いております。これにつきましては今後、効果を検証した上で導入するのか

どうかということについては、引き続き教育委員会とも検討させていただけ

ればなというふうに思ってるところでございます。 

それから、教育の機器の整備につきましては、これは国費の活用もありま

したけれども、ＩＣＴの推進として、1 人 1 台のパソコンの配布を実施して

きたところです。 

また、特に公約には掲げておりませんけれども、ふるさと教育の推進には

大変御理解をいただいているというふうに思っております。今、私どもの方

では文化庁が進めている日本遺産の取組を進めておりまして、私としては歴

史と文化を生かしたまちづくりを進めていきたいという中で、ふるさと教育

を推進していただいておりまして、特に副読本、わたしたちの小樽では、小

樽港の北防波堤を作っていただいた広井勇先生のことが非常に詳しく書かれ

ているわけであります。その後発行した、ふるさと小樽の歴史、わたしたち

の歴史ですか、小樽の歴史だったでしょうか、こちらの方はまさに日本遺産

で取組んでいる北前船、それから炭鉄港の記事が非常に詳しく書かれており

まして、これは観光の立場からも人材育成というのをやっておりますけれど

も、子供たちのふるさと教育が何よりも私は一番の人材育成ではないかなと

いうふうに思っておりまして、これにつきましては引き続きふるさと教育の

推進をお願いしたいなというふうに考えているところでございます。 

もう一つは、耐震化の問題でございます。児童生徒の安全安心のための耐

震化ですけれども、学校の耐震化が、この小樽の場合、全道或いは全国から

比べても大変遅れてるという指摘はたびたびいただいておりますけれども、

計画的にですね、これは今後も進めさせていただきたいなというふうに思っ

ておりますし、教育施設については、現在国の重要文化財である旧日本郵船

小樽支店の大規模改修も行っているところでございます。こういったことを、

特にこの 3 年間、林教育長の御理解もいただきながら進めさせていただいた

ところでありますけれども、引き続きこれらの事業については着実に進めさ
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せていただきたいというふうに思っておりますし、教育委員の皆様の御理解

を賜ればと思ってるところでございます。 

今日の式次第の中にあります、協議事項の②から⑤まで、私の方でちょっ

と気になった点がありましたので御協議をさせていただきたいというふうに

考えたところでございます。不登校の児童生徒の対応でございますけれども、

私が平成 27 年、10 ヶ月ではありましたけれども教育部長を務めていた時、

大体不登校の児童生徒さんは 80名程度いました。ただ、このコロナ禍によっ

て、全国で最多というふうな記事も見ましたけれども、その後、今まだ少し

コロナが収まってきてますけども、コロナ禍を経て本市の不登校の状況がど

ういうふうになっているのか、そういったところを確認させていただきたい

というふうに思っているところでございます。 

それから学校でのいじめ対策につきましては、非常に旭川の事件が印象的

でございました。こういった状況は 1 人でも同じ目に遭わすことはできない

なというふうに思っておりますし、このいじめの問題といいますか、総合教

育会議の問題といいますか、そもそも総合教育会議というのは大津のいじめ

の事件から、その責任の所在をはっきりすべきだということで、総合教育会

議ができたというふうに認識をしております。ですからいじめの問題があっ

て、これは教育の問題だということではなくて、市長である私たちにも責任

があるんだというふうな形で取組んでいかなければならないというふうに思

っております。旭川なんかの報道を見てますと、旭川市長の発言がどうも他

人事のような気がした気がしております。そうではないんだろうなと、その

ために総合教育会議があって、市長それから教育委員の皆さんが議論する場

があるんだろうなというふうに思ったところでございますので、御意見をい

ただければなというふうに思ったところでございます。 

子供たちのスポーツ振興につきましては、昨今の子供たちの部活の状況を

見ておりますと、特に団体スポーツで、チームを編成できないっていう課題

があったり、先生方が部活の面倒を見ていただいておりますけれども、必ず

しも専門ではなかったりということで、こういった中でこれからの部活動の

あり方といいますか、スポーツ振興のあり方ということについて、今の総合

計画の中に記載はないんですけども、以前の総合計画の中には、確か地域総

合スポーツクラブっていうような記述もあったかと思いますけれども、全国

的にそういった事例も見受けられるようですので、そんなことを検討できな

いかどうかということを協議いただければと思っております。 

ふるさと教育については、さらに、私どもも力を入れていきたいというふ

うに思っておりますし、教育委員の皆様の御理解をいただければということ

で提案をさせていただいたところでございます。 

今申し上げました通り、十分ではないかもしれませんけれども、市長部局

と教育部は連携をさせてきていただいておりますので、引き続きしっかりと
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連携して、本市の教育行政を推進して参りたいというふうに思っているとこ

ろでございます。 

最後に 1 点だけちょっと気になった点があるとすれば、市長と経済界が年

に 2 度協議をしております。これは経済問題について議論する場ではあるん

ですけど、先日、スクラムミーティングという会議なんですけど、このスク

ラムミーティングの場で出された意見として、学力の高い生徒が札幌の高校

に進学していくということがありました。人口対策としても、私としては重

く受けとめておりますし、この中学校から高校へのなんて言うんでしょうか、

高校の問題になるかもしれませんけれども、小中の学力向上については市の

教育委員会としてしっかり取組んでいる、そういうふうに認識しております

けれども、本市の高校教育のあり方っていうんでしょうか、そういったこと

について意見が出されておりましたので、ちょっと私もこの問題については

懸念をしておりますし、解決もしていかなければならないのかなというふう

に思ってることでございます。 

少し長くなりましたけれども、日頃思ってることも含めてお話をさせてい

ただいて、御挨拶に代えさせていただきますけれども、五つほど今日協議事

項ございますけれども、忌憚のない御意見をいただきながら、本市の教育行

政に役立てていければというふうに思っておりますので、よろしくお願いし

たいというふうに思います。 

 

企画政策室長  それでは早速ですが、小樽市総合教育会議の運営に関する要綱第三条の規

定に基づき、以降の進行を市長にお願いしたいと思います。なお、全体の会

議時間につきましては、１時間程度を予定しております。それでは市長、よ

ろしくお願いします。 

 

市 長  はい。それでは早速ですが次第に沿って進めさせていただきたいというふ

うに思います。最初は、教育委員会からの話題提供といいますか、これまで

の取組、新しい時代の学びの実現についてということで御説明をいただける

というふうに伺っておりますので、これは学校教育支援室長の方から説明い

ただけるということですのでよろしくお願いしたいというふうに思います。 

 

学校教育支援室長 はい。よろしくお願いします。それでは前方のスライドで説明させていただ

きますが、皆様のお手元にも資料 1 としてお配りしておりますので、どちら

か御覧いただければと思います。 

私からは、今年の 1月 26日の中教審答申、令和の日本型学校教育について、

これから国がどのような教育を進めようとしているのか、概要を説明させて

いただきます。キーワードは、すべての子供たちの可能性を引き出す個別最

適な学びと協働的な学びの実現であります。まず社会背景についてなんです
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が、これからは急激に変化する時代となりまして、社会の在り方が劇的に変

わるＳｏｃｉｅｔｙ5.0時代の到来や、新型コロナウイルス感染症の感染拡大

など、先行き不透明な予測困難な事態、社会全体のデジタル化、オンライン

化が急速に進んでまいります。そんな変化の激しい社会で生きていくために、

これからの子供たちに必要なことは、自分のよさや可能性を認識する、あら

ゆる他者を価値ある存在として尊重するということでありまして、その上で、

多様な人々と協働することを通して、豊かな人生を切り拓くことや、持続可

能な社会の創り手となることができるようにすることが示されております。

ただいま令和の日本型学校教育について御説明させていただいております

が、そもそも日本型学校教育とは何かということなんですけれども、それは、

子供たちの知、徳、体、を一体に育む学校教育のことでありまして、これま

で学習機会や学力の保障、全人的な発達や成長の保障、心身の健康の保障を

一体で育んで参りました。その成果としまして、ＯＥＣＤ各国の中でもトッ

プクラスの成績であることや、全国学力学習状況調査において、成績下位の

都道府県の平均正答率が全国平均に近づくなど地域差が縮小していること、

生徒指導や課外活動など広範囲にわたる教育により規範意識や道徳心が高い

ことなど、諸外国から高く評価をされております。 

次に、令和の新しい動きとしては、新学習指導要領を着実に実施している

こと、学校における働き方改革を進めていくこと、ＧＩＧＡスクール構想を

実現していることの三つが示されておりまして、これらの新しい動きを進め

ることで、従来の日本型学校教育の良さを受け継ぎ、さらに発展させ、令和

の日本型学校教育というものを実現させるというような考え方となっており

ます。 

それでは、令和の日本型学校教育の目指す姿について、具体的に御説明を

させていただきます。まず、子供がどういう学びをしていくのかということ

についてなんですが、まず、個別最適な学びとして、個別に支援が必要な子

供や、子供一人一人の特性、学習深度などに応じて指導する指導の個別化と、

子供の興味関心に応じて学習に取組む機会を提供する学習の個性化により、

これまで以上に子供の成長やつまずき、悩みなどの理解に努め、一人一人の

興味関心などを踏まえて、子供がみずから学習することができるように、き

め細かく指導、支援することがより一層求められております。また、協働的

な学びとしては、集団の中で個人が埋没しないように、子供一人一人の良い

点や可能性を生かすことで、異なる考え方が組み合わさり、より良い学びを

生み出していくようにすることが求められます。教師と子供の関わり、子供

同士、それから地域の方々など、様々な関わりを通してリアルな体験を学ん

でいくということが重要視されております。この二つを一体的に充実するこ

とで、様々な課題を解決し、教育の質を高めていくということを目指すもの

であります。以上のことを踏まえ、まず、義務教育段階でございますが、先
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ほどの知、徳、体のバランスのとれた質の高い教育を目指し、決して誰一人

取り残さないことを徹底するという考えのもと、ＩＣＴを最大限活用し、個

別最適な学びと協働的な学びを充実、小学校高学年における教科担任制の導

入、不登校児童生徒への対応、いじめの重大事態や虐待事案等への適切な対

応などが求められております。 

次に、特別支援教育についてでございますが、障害のある子供と障害のな

い子供がともに学ぶインクルーシブ教育の理念を踏まえ、すべての子供たち

が適切な教育を受けられる環境を整備するという考えのもと、特別支援学校

の子供が通常の学級の一員として活動する取組や、通級による指導体制の充

実、障害のある子どもの自立と社会参画、今年の 6 月に法制化された医療的

ケア児及びその家族に対する支援に関する法律等に基づき、看護師の配置な

ど環境整備などが求められております。 

それでは次に、これから求められる教職員の姿としましては、学校教育を

取り巻く環境の変化を前向きに受けとめ、教職生涯を通じて学び続け、子ど

も一人一人の学びを最大限に引き出し、主体的な学びを支援する伴走者とし

ての役割が教員に求められております。 

次に、子どもの学びや教職員を支える環境につきましては、ＩＣＴ環境の

整備として、1 人 1 台端末に適合した机などの教室環境や、教師のＩＣＴ環

境の整備、校務の効率化、学校施設の整備として校舎の耐震化やトイレの洋

式化、臭気対策などの改修、学校図書館の整備として図書の充実や学校司書

の配置などが求められております。 

以上、これまで国が目指す令和の日本型学校教育について説明いたしまし

たが、一方で、様々な課題も浮き彫りとなっておりますので、主なものにつ

いて説明をさせていただきます。 

まず子どもたちの多様化についてです。特別な支援が必要な児童生徒の増

加や経済的貧困を背景に教育や体験の機会が乏しい子供の貧困、児童虐待、

性同一性障害など、子供たちの状況が多様化する中、不登校児童生徒の増加

やいじめの重大事態の発生、幸いにも小樽では重大事態は発生しておりませ

んけれども、そのような問題が全国的な課題となっており、このような中で

学校はすべての子供たちが安心して楽しく通える魅力ある環境を整えていく

必要があります。 

次に、教師の長時間労働について、新学習指導要領やＧＩＧＡスクール構

想の実現など、新しい課題への対応や新型コロナウイルス感染症対策として

の子供の心のケアや、保護者への対応、部活動の指導など、教師の多忙化に

拍車がかかっているのではないかと懸念する声もあり、こうしたことが教員

採用倍率の低下や、教員不足の深刻化に関連していると言われております。 

次に、少子高齢化、人口減少についてですが、本市においても学校規模が

縮小することに伴い、例えば中学校における部活動も縮小し、野球やサッカ
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ーなど合同チームで活動している学校もあります。また、持続的で魅力ある

学校教育の実現を目指し、本市においては小樽の未来を担う人材育成を目指

して、ふるさと小樽に対する興味関心を持ち、子供たち一人一人が小樽の歴

史や文化等について正しい理解を深め、郷土愛を育む、ふるさと教育の充実

を進めているところであります。現在、教材小樽の歴史や小樽の自然などを

活用して学習しておりますが、今後日本遺産など小樽の魅力をさらに感じら

れる学習の充実が必要であると考えております。 

それでは結びになりますが、令和の日本型学校教育はこれまでの日本型学

校教育の成果を継承しつつ、新しい動きを進めることで、教育の質の向上を

目指すと説明いたしましたが、改めて補足させていただきますと、例えば一

斉授業と個別学習、アナログとデジタル、対面学習とオンライン学習など、

従来の教育と新しい教育、どちらがいいのかということではなく、それぞれ

の良さを適切に組み合わせて、教育の質を高めるということが大切でござい

ますので、決して誰一人取り残さない、令和の日本型学校教育を目指して取

組んで参りたいと考えております。説明は以上となります。 

 

市 長  はい、ありがとうございます。改めて、なんて言うんでしょうかね、時代

が大きく変化してきてるから、先生方の役割っていうのを改めてまた考えて

いかなきゃならないですし、大変な御苦労をおかけするんではないかなとい

うふうに思いながら、今教育の方から説明がありましたけれども、これにつ

きまして、それぞれ委員の皆さんから発言があるというふうに伺っておりま

すので、それぞれ順次御発言をいただきたいというふうに思います。まず小

澤委員の方からお願いします。 

 

小 澤 委 員  私の方から、ＩＣＴの環境整備のことについてお話いたしたいと思います。

ＩＣＴ環境の整備が、ＧＩＧＡスクール構想によりまして、1 人 1 台端末の

整備をしていただき、これらの整備も整えていただきましたので、各学校で

は授業での活用とともに、長期休業中やコロナ感染症に伴う出席停止のとき

などには端末を家庭に持ち帰らせて、健康観察やオンライン事業においても

活用が進められております。各先生方の研修も大変積極的でありまして、今

後さらにこの活用を促していくのが課題と思っております。 

それで、今後の活用に向けたＩＣＴ環境の整備に関わって、幾つか課題と

なっています。一つ目は、先ほどの説明にもありましたが、児童生徒の机の

新ＪＩＳ規格への更新なんですが、ここにありますが、 

＜実際の机で説明＞ 

こちらは、広いです。５センチ広いです。５センチ×５センチ。それで開き

ますと、その前は開けない。仮に開いたとしても、もう幅がないです。で、

これですと５センチありますので。例えば前回課題にしました書写の授業の
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時に、手本になる教科書を置いて、半紙をおいて、硯を置くとビチビチなん

ですよ。そういう準備をしていただけるといいのかなと。学校の授業を見せ

ていただきますと、特にですね、まずは子供は端末と教科書、ノートを開い

ておくことができませんので、端末を使わないときは、端末を机に入れる。

それで、端末を使う時には教科書ノートをしまう。これを繰り返しながら、

使ってるところなんですが、小学校の授業に出ていただきましたら、その学

習したことを、ディスプレイを見ながらノートに書こうとすると、非常に窮

屈なんですよ。それで、膝の上にパソコンを置いて書いてるなんてこともあ

ると聞きました。それで、このことはそういう学習面でちょっと狭さがある

のと、落ちて破損するっていうことにも繋がりますので、現在よりも天板が

広い、新ＪＩＳ規格の机への更新が必要となっていることがその一つ目とし

てお話をさせていただきます。 

二つ目は今の関係なんですが、端末の修理費の予算についてです。端末の

使い方の指導は徹底していますけれども、端末の不具合、そのものの不具合

ですとか、或いは落下による故障が発生することが考えられますので、端末

が故障、破損した場合には、その端末は予備の端末を生徒に使ってもらって、

その間に壊れたものを修理する。これをローテーションしながら使っていく

というようなことになりますので、児童生徒にその端末が自分が落としてし

まったから、故意じゃないことが多いもんですから、学習に使えないってこ

とがないように的確な支援をしていかなきゃならないと思ってますので、そ

の点での修理費の予算化をお願いしたいと思います。 

三つ目は、ＩＣＴ支援員の配置の継続です。これは、市長の方でも、その

ことを見越して予算化していただいています。chromebook は、これまでと

異なる教材でありますので、また通信機器でもあります。そんなことから今

後もこの端末の使い方の支援、或いは情報モラル教育の一層の充実を図って

いくために、ＩＣＴ支援員の役割は極めて重要でありますので、配置の継続

をぜひお願いしたいと思っております。 

四つ目には、ヘルプサポート体制の整備が挙げられます。活用が進むに伴

って様々なトラブルが発生することが考えられます。先日、小学校を訪問し

た折、そこの学校は教室の中で児童の机の位置によって接続が悪くなってし

まう。ＬＡＮの設置のどこかに課題があるんだと思うんですが、先生の話で

はちょっと机を動かすとかすると、それは解消されることもあるんだと聞き

ました。改めて校内ＬＡＮシステムの不具合など様々なハード面やソフト面

の不具合に迅速な対応ができるような、継続サポート体制の整備が必要です

のでこの点での御支援をお願いできればと思います。 

五つ目は、ＧＩＧＡスクール構想に関する今後に向けた課題なんです。い

ずれ、現在一斉に入った時の更新時期が参ります。更新となる端末及び必要

な機器等について、教育委員会では国費による更新を強く要望しております。
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市としても、国費による更新に向けて、いろんな形での働きかけを強めてい

ただければと思って願っております。 

最後、六つ目ですけども、これは先ほどお話いただきました校務支援シス

テムのことです。教員の校務の効率化のための校務支援システムの導入を、

今回、６校先行導入いただきました。それで、来年の 4 月から実際にその使

用を始めることとなっております。これ本当に長年私ども課題としましたけ

ど、実現いただきましたので感謝申し上げます。６校の先行導入に当たりま

して、特に業務改善効果が高いとされております、通知表「あゆみ」の作成

ですとか、それから学期末、学年末の成績の評定や指導要録の作成、さらに

は児童生徒の在籍とか出席の管理、これらを中心にその効果を検証して教員

の業務の効率化を図って参りますので、今後の拡充に向けて、よろしくお願

いしたいと思います。以上、課題の方申し上げましたのでよろしくお願いい

たします。 

 

市 長 端末の更新は最初から更新時に国が負担してくれるのかどうかっていう懸

念があってスタートしてますので、まだこれ明確に国の方の方針が示されて

ませんけど、市長会なり知事会なり、その地方６団体含めて、やっぱり国に

対して要望していかなきゃならない問題だろうと。これはもう導入時から懸

念されてる問題です。それから、冒頭申し上げましたこの校務支援システム

なんですけども、かねてから要望があって、一斉にはなかなか難しかったも

んですから今回試験的に６校ということで、前にも言ったように、通信簿と

かを作る上でこれが効果的だということであれば、本格導入を考えなきゃい

けないなと思いますけど、確かランニングコストだけで一千数百万ぐらいか

かる。 

 

教 育 長 入れている市町村では非常に効果が高いということです。 

 

市 長 でもそこが 1500 万使ったとしてもそれだけの効果が見込めるんであれば

それはやっぱり先生方の負担軽減を考えて、先生方がその部分の仕事を別な

大事な仕事に振り向けるということもできるわけなので、これはじっくり効

果も検証させていただきながら、僕は導入してあげたいなというふうに思う

んですが、あと財政サイドはちょっと協議をしなきゃいけないと思ってます

けれども、非常にどれも、机の問題にしてもお金のかかる話で、いっぺんに

っていうわけにはなかなかいかないと思うんですけれども、少し計画的にや

っていきたいと思っています。ただ、ＧＩＧＡスクールっていうのは、始ま

ってるんですけども、僕がそうだから言うのかもしれないですが、先生方は

御苦労されてるんですよねきっと、相当。 
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教 育 長 机が狭いので落としてしまって、それを個人の責任とするかどうかってい

うのもあったりして、大体統計的に 2％故障するって言われてるんですよね。

それでメーカー保障が 1 年間あるのでそのときはいいんですけど、来年から

メーカー保証がなくなってしまう。そのときに、2％ずつ故障するというデー

タがあるものですから、大体うちの方も、そのぐらいの率で故障してきてる

ということもあるものですから、保険をかけるっていう方法もあるんですけ

ど、保険の方が高かったりするので、全部修理できなくてもいいんですけど、

予備も使いながら児童生徒数の状況を見ながら、少しでも修理をしていって、

再利用していくっていう形をとりたいなっていうのが、その点小澤委員から

御指摘を受けたものですから、よろしくお願いしたい。 

 

市 長 そうですね。 

 

教 育 長 やっぱりＩＣＴを進める上で、ヘルプデスクのような相談するところがな

いと非常に進めづらい。教育委員会の担当で、今いろいろやりくりをしてい

るところもありますけれど、なかなか専門的になってくると難しいというよ

うなことも、ちょっと学校の方から課題として何とかして欲しいという声が

出ています。 

 

市 長 ありがとうございます。 

それではちょっと時間の関係もありますので、次は教育環境といいますか

学校施設の整備についてということで、御提言いただけるということでお願

いいたします。 

 

荒 田 委 員 学校施設の整備についてということで、冒頭市長からも、御挨拶の中で触

れていた耐震補強工事についてということで、近年は毎年着実に進めていた

だいておりまして、耐震化率は令和 3年度に 90％になると伺っております。

引き続き子どもたちの安全を最優先に考えまして、学校施設の耐震化を早期

に完了できるようにお願いしたいなというふうに思ってます。 

それともう一つ、学校施設の中で児童生徒用のトイレの改修について、こ

ちらも和式のトイレの洋式化ということで言いますと、校舎、それから体育

館でですね、小中学校 11校、まだ完了してないという学校があるということ

で、伺ったところこれから大規模改修や長寿命化の工事の際にというのもあ

るんですけども、それに加えてですね、年２校進めていきたいということが

あるそうです。それでいきましても五、六年かかってしまう話ですので、こ

のトイレの洋式化について、できるだけ早く対応できればありがたいなとい

うふうに思っております。学校訪問等で非常に要望の多い部分でもあります。 
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市 長 耐震化はいつも道教委から言われているんです。やっぱり古い学校が多い

もんですから一遍にというわけにはいかない。最近で言うと、潮見台など。 

 

教 育 長 遅い学校はやっぱり早くして欲しいよっていう要望がかなり強い。 

 

市 長 残りは桂岡とどこでしたか。 

 

教 育 長 耐震化ですと、桂岡と忍路中央で終わりです。 

 

市 長 しっかり進めていかなきゃならないと思うんですけど、ちょっとトイレの

方はやってるつもりではあるんですけど、まだ時間かかるということなんで

すね。 

 

教 育 長 そうですね。耐震化と一緒にやっておけばよかったんでしょうけれども、

その時には、耐震化を優先させるっていうことで、今は耐震化に併せてトイ

レの改修もやってるんですけど、一緒にやってなく、まだ取り残されてる学

校が結構ある。早く措置して欲しいというような指摘もいただいている。教

育委員会としても全体的に進めたいということで、応援していただいて、今

まで１校ペースだったやつが、今は２校、場合によっては３校。ただ、学校

の方ではまだまだスピードをもうちょっと上げて欲しいっていう要望がすご

く強い。 

 

市 長 はい。 

 

黒 田 委 員 うちは娘がいるので、このトイレの洋式化がいかに切実な問題なのかって

いうのはやっぱり、保護者の中でも結構出ています。一年生が入ったときに、

和式を使えない子が多い。うちの子は稲穂小ですけれども、一年生が使える

トイレで３個個室ある中の２つは和式で 1 個が洋式なんですね。そうすると

一年生は洋式のトイレに並んでしますよね。和式が空いていて、洋式にずら

っと列が並びますけれども、結局 5 分間の休みで、最後の子まで辿りつかな

いとなったときに、もうそのまま我慢するか、遅れて授業に出るか、やっぱ

り、一年生のなりたての頃って、時間の感覚がなかったりトイレにも時間が

かかってしまうということはあるんですけれども、しばらくその傾向が続い

て、休み時間にトイレに行きたいから、終わった瞬間トイレに走ろうってい

う。子どもたち結構大変な思いをして、学年上がってますので、今もう、施

設整備計画の中では本当に一番最後が終わるのが令和 10 年度っていうふう

に出てますけれども、毎年毎年、女の子たち同じ思いをして学年上がってま

すので、２校やっていただけるとありがたい。スピード感を持ってやってい
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ただければなというふうに思っています。よろしくお願いします。 

 

市 長 切実な問題だと思います。 

では学校図書館の整備についてお願いいたします。 

 

黒 田 委 員 学校図書館の司書さんの設置が年々増えてきています。司書がいない学校

で何が一番大変かというと、蔵書整理がうまくできていないっていう問題が

あるようです。蔵書のデータベース化がされていないので、蔵書の定期点検

が不十分なので、もうずっと昔に使われていたものがいつまでたってもあり

ます。必要な本で図書室を満たすことが重要なのかなというふうに思ってい

ます。あと司書さんがいることで、やっぱりどんな良い影響があるのかなと

いうふうに、中学校の学校の先生は、司書さんが来てくださるようになって、

やっぱり生徒たちの環境整備に心を配ってくれると、それが自分たち教職員

だけじゃなくて、図書の整備ですとか子供たちの様子を観察してくれてるこ

とがやっぱり重要だっていうお話をされてましたので、要望の強いことなの

かなというふうに感じました。あとは、私自身稲穂小学校で図書ボランティ

アをやってますけれども、司書さんがいなくても保護者が頑張っているとこ

もあるんですね。読み聞かせですとか、おすすめコーナーですとか、あとは

破損本の修理、そういったことをずっとやってきてましたけれども、今コロ

ナになってしまって、やっぱり保護者が学校の図書室の飾り付けもだめ、読

み聞かせももちろんだめっていうふうになると、何て言うんでしょう、貸し

出しそのものも滞ってしまったりしているので、せっかくの図書室が十分に

活用されてないんじゃないかっていう状態がありますので、図書司書さんが

常駐してくれることによって、生徒に興味の幅を持たせてくれるですとか、

借りたい本を貸してくれる、あとは今必要な管理をしてくれるという、当た

り前のことをこなしてくれる方の存在が、やっぱりこのコロナにおいて、す

ごく差が出たんじゃないのかなっていうのは実感として思っております。少

しずつ増えていって大変ありがたいんですけれども、もうこれは司書さんを

ぜひ増やしていただければなと思います。 

 

市 長 やっぱりちょっと聞くんですけれども、司書さんがいて、蔵書をきちっと

整理したりとか、こういう本がいいよって薦めてくれることによって、子供

たちがどんどん読書するようになっているっていう話は聞いてますので、僕

もその、司書は増員しましたって言ったって 2人しか増員していないわけだ

から、まだまだ十分ではないと思うし、今はお 1人の方が複数校まわるとこ

ろもあるんですよね、単独だけではないと思いますので、子供の読書推進計

画っていうのを持ってて、これもっともっとやっていかなきゃいけないと思

ってますので、司書さんの配置だとか、もう一つやっぱり蔵書の充実ってい
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うんでしょうかね、いつまでも古い背表紙がはがれた本があったり、時代遅

れの本が並んでるようなイメージが僕もあるんで、そこはやっぱりその時々

の良書、いい本を揃えてあげる必要があるなというふうに思ってますので。 

 

黒 田 委 員 蔵書の整備ということに関しましても、やはり蔵書数を達成している学校

が今、小樽市内で２校のみで、あとはやっぱり図書数が足りていない。 

 

市 長 蔵書数っていうのは何か定義あるのでしょうか。 

 

教 育 長 基準があります。図書館の本の数、蔵書基準というのがあって、これ難し

いのは、古い本がたくさんあって基準が満たされている学校もあれば、昔の

昭和の百科事典を捨てたために、ごっそり減ってしまうというところもある

ので、適切な体制にしていくっていうのがもう一方にあって、それをある程

度の基準までもっていくところなんで、そこは難しいところではあるんです

けれども。蔵書が足りていない中で、市立図書館から借りることによって、

子供たちに本当にものすごく活用されているっていう学校もありましたの

で、もちろん各学校の図書室の蔵書の整備はもちろんですけれども、やっぱ

り市立図書館の蔵書の整備というのが本当に学校の現場にとっては直結する

問題なんだなというふうに感じています。 

 

市 長 もう常々人口 1 人当たりの数が少ないって言われ続けてきてますので、な

かなか厳しいところもあるんですけれども、例えば市民の皆さんから寄付の

申し出があったときには、その寄付を毎回ではないですけれども、図書の充

実にそのお金を振り向けたりしながらですね、少しずつ蔵書の充実には努め

てきてるんですけど、これにつきまして先ほども言いましたように、読書推

進計画もあって、それはしっかりやっていかなきゃならない、読書っていう

か読書そのものが、やっぱりすべての基本だというふうに思ってますので、

これについてはよく理解してるつもりですので、なかなか一遍にはいきませ

んけれども、配慮させていただきたいと思います。あと新聞とかって図書館

に配置してましたか。 

 

教 育 長 はい。 

 

市 長 新聞はうまく使われてますか。 

 

教 育 長 授業で取組んでいます。ありがとうございます。 

 

市 長 川柳に使ってるっていう先生がいたり、いろんな使い方あるんだなあと思
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ってて、有効に使っていただけたらと思います。 

それでは特別支援教育の充実ということで、これは常見先生の方からお願

いいたします。 

 

常 見 委 員 要するに特別な支援を要する児童生徒は増加してるんだっていうことが、

特別支援制度の改正以降、適用範囲が広がってるっていうのもあるんですけ

れども、その過程においては、３歳児、６歳児検診なんかもそうなんですが、

保護者へのですね、十分な知識がその元にあってですね、就学前検診によっ

て、個別の教育支援計画の作成とか、活用が進んだ結果としての、適切な取

組ができるようになってきて、中でも、本人保護者の意見を尊重しつつ総合

的判断が行われてるという中で、近年は通級指導教室の利用が大変増えてお

ります。やはり、メリットが大きい。先ほどの説明の中でもあった個別の最

適な学びっていうのもそこに関係してくると思うんですが、児童生徒が必要

とすることを提供できる仕組みになっている。その障害の程度とか種類に応

じて必要な指導が、通級教室の方ではできると。苦手な教科や分野において

も、特性に合わせて指導できるっていう一方でですね、通常学級で受けるホ

ームルームで集団生活によるルールを、課外活動で多数の生徒と交流できた

り、支障のない範囲での授業の中では話を聞いたり集中するというような習

慣を得られたり、非常に大きなメリットがあるというようなことでやっぱり

増えてきている。稲穂小学校、潮見台小学校それから菁園中学校、それらの

学校において、いずれも 5 年間で児童生徒が増えていくというふうな事実が

ありますので、今後それに対してもますます増えていく指導教員ももちろん

教室の数も必要になってくる。 

あともう一つ問題なのが、今、中心地にこういう教室がありますけれども、

離れた地域に通う生徒の通学にかかる負担が私たちの懸念です。もちろん親

御さんに送ってもらっているというケースもちろんあるんですけど、その負

担っていうのは非常に大変。これに対しても費用負担ということも考えてい

かないといけないのかなと。 

特別支援教育の中では、そういった通級指導も今増えてるっていう話をし

ましたけども、今後、先ほどの説明でもそうですけど、すべての児童生徒に

学びの場を用意していくということから考えますと、いろんなケースでも授

業に出ていきたい、受けたいという需要が増えてきている中で、日常的に医

療的ケアをするような児童生徒も受け入れていく方向にあると、先ほども出

たと思うんですけど、一番大変なのはやはりそこに関わる人間がまた増えて

看護師ももちろんそうなんですけども、移動とか、それから、そうですね通

学の問題もそうなんですけど、例えば教室内の移動の時でも、介助の必要性

も出てきますし、ましてや、人工呼吸器というようなケースであれば痰の吸

引なんかも必要だなと、看護師さんも必要なことがでてくる。それらを実施
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するときに、例えば事前にチームを持って、シミュレーションを繰り返して

万全な体制でやっぱりやらなければいけない。事前にいろんなところと、例

えばこども未来部と福祉保険部とか合わせて、受け入れに対して準備を整え

ていかなくてはならないと思っております。 

 

市 長 来週から議会が始まるんですけど、この前の 9 月の議会は、この医療的ケ

ア児への対応と、それからヤングケアラーに対する支援をどうするかという

質疑がありました。やり取りを聞いてて、市長としてこの医療的ケア児への

対応と、やっぱりヤングケアラーの問題は、これはしっかり向き合っていか

なきゃいけないなって感じました。特に小樽の場合、ひとり親世帯の割合と

いうのが非常に高いですから、裏を返すとヤングケアラーになる確率も高く

なるわけですから、チームを組んでですね、こども未来部であったり、それ

から福祉保険部であったり、これはしっかり連携しながらやっていかなきゃ

いけないということと、やはり支援が必要な子供たちが増えてるということ

はもう十分認識しておりますし、ちょっとどこの場面で聞いたかどうかわか

らないんですけれども、やっぱり 4 校しかありませんので、遠くから通って

くる子供たちへの支援をお願いしますっていう声を私としても耳にしたこと

がありますので、この問題についても十分認識をしておりますので、これも

やっぱり連携しながらですね、善処して参りたいというふうに思っておりま

す。どうもありがとうございました。とても参考になることがしっかりと我々

としては考えていかなければならないなっていうふうに思いも新たにさせて

いただきましたし、予算が必要なものについては今後の予算編成の中で議論

させていただきたいというふうに思っております。 

これ以降は私が気になったことを、いろいろ考えていただいたということ

なんですけれども、不登校の問題は先ほど申し上げました通り、私が部長の

時には大体 80人くらいいつもいるんですっていうことで、当時の中島室長か

らお話を聞いてたんですけど、新聞報道等によりますとやっぱりコロナ禍の

中で、いろんな状況の変化によって不登校の数がどんどん増えてってるって

いう報道を耳にしますとですね、本当胸が痛む思いをするんですけれども、

今の本市の状況っていうんですかね、傾向というか推移というか、こういっ

たものをちょっとお聞かせいただければなと思って、テーマとして出させて

いただいたんですけれども。 

 

常 見 委 員 先ほどの平成 25年度から令和 2年度の統計でいきますと、小学生は 49名、

中学生が 117 名です。ただ、小樽市が突出して多いということではなくて、

ほぼ北海道の市町村の平均人数、千人当たりの人数はだいたい同じぐらいの

割合です。その中で、ずっとやっぱりその要因がどこにあるのかというのが

常に問題になってきて、依然として小学校ではやっぱり無気力、2 番目に生
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活リズムの乱れ、中学校では友人関係ってのが増えてきますが、やはり生活

環境もそうですけど、家庭環境も非常にやっぱり影響している。なぜ生活リ

ズムが乱れたのか、友人関係で悩んでいるのかというのは解決に向けてとい

うことでのやっぱりカウンセリングが一番。そこでスクールカウンセラーを

増員していただいて、対応していただいているんですけど、令和 3 年度の中

でいっても、4月から 10月の 7か月間の相談件数だけでも、635回の相談件

数があり、カウンセラーさん 1 人当たりでいうと、１日５件の相談をこなし

ながら対応している。350 回以上、増えている。そういう中では、大変なも

のでありますけども、やっぱりそれを相談件数が増えてっているというのは

やっぱりその生活環境、家庭環境の話、もちろんその最近で言えば、コロナ

の影響っていうのももちろんあると思うんですけど、それだけではなくてや

っぱり以前からいろいろ環境の生活リズムというのが大きいと思うんですけ

ど、そこにやっぱり感染対策が入ることで、対応策が出てくるっていうこと

は、やっぱり間違いないのかなと。そういう中ではやっぱり大事なことであ

りますので、保健体制を増やして、相談体制を充実させていくということは、

もちろん大事だと思いますし、今の体制をぜひぜひ継続させていただきたい。

ただ、それがもちろんカウンセリングももちろん大事なんですけども、生活

の支援とか、社会福祉の活用など、環境面からの問題解決方法を検討してく

れている意味で、スクールソーシャルワーカーのサポートも欠かせない。お

かげさまで途中経過でありますけれども、指導に入ってたり家庭訪問に積極

的に入っていただいて、その結果として、今現在でも、登校できるようにな

った児童生徒が 30％程度は結果として得られている。もちろん、ふれあい教

室、ふらっとルームなんかも活用されて、そこをきっかけにしてまた学校に

来るというような成果も出ておりますので、それからカウンセラーとスクー

ルソーシャルワーカーっていうのが、とても大事。これを続けて人員の確保

もそうですけど、今やっぱり増えていることを考えると、もうちょっと増え

たほうがいい。 

 

市 長 平成 27年から倍になっている。ここはなんて言うんでしょうかね、二つの

意味合いがあると思うんですけども、一つにはやっぱりこの不登校の生徒さ

ん達を救ってあげたいっていう思いが一つと、当時よく指導室に言ってたん

ですけど、先生方が 1人不登校の子が出たら、かかりっきりになっちゃうん

ですよね。家庭訪問してくる。確認してくるわけですよね。もうかなりやっ

ぱり先生方の負担になって教室の勉強どころじゃなくなってしまうような、

ああいう場面にちょっと遭遇したっていうことが一つずっと気になってまし

て。それでやっぱりその先生の負担軽減も考えたら、ここの増員だとか体制

強化をする必要があるだろうなと思う。本当に胸張って言えることではない

ですけども、1人増員はさせていただいたんですけど、ただやっぱりここの
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問題をしっかり解決して教育委員会でその不登校の児童を把握してるうちは

いいんだけれども、学校を卒業してしまって、もう子供達何やっていいか分

からなくなって、結局引きこもりになってしまうっていう、社会問題になっ

ちゃっていきますので、本当はここのところが大事だっていうのがしっかり

サポートしてあげたいなという思いはやっぱりありますよね。教育だけじゃ

なくてやっぱり市長部局と連携していかなきゃならないことだし。 

 

常 見 委 員 そういう意味ではやっぱり連携っていうところで、むしろやっぱり福祉の

連携が一番大きい。 

 

教 育 長 高校と福祉、教育、必ず、そういう状態になったときに話をしていくよう

なことを徹底していくしかないのかなと。高校の場合は、来なければ中途退

学みたいな形で終わっちゃいますので、そこでもって手が離れちゃうので、

そこをどうやって、つないでいくかっていうところが必要になってくる。 

 

市 長 ふれあい教室の先生方の協力もあって、進学している子もいることはいる

んですよね。 

 

教 育 長 元気になって通う子も３割いるということですので。それは、これまで市

長につけてもらった予算だとか、スクールカウンセラーだとか、そういう総

合的な形で復帰する子どもも増えてはいるんですけど、逆にその環境になっ

てしまう子供たちも増えてきている。これは事実なので、その子たちの数は

どんどん増えている。自殺の問題があったときに、無理して登校させないよ

うにというような国の考え方がでてますので、もっとこう増えてくる要素も

あるんだなというふうに思いますけど。もうこれは全国的な課題でもあるん

ですけど、小樽でも同じような状況は起きております。取組を強化していく

必要があるなと。できるだけ小さいうちに芽を摘むっていうことが大切にな

るのかなと。 

 

市 長 増加傾向ですもんね。これは考えないといけない。旭川の件がほんとに痛

ましいなと思っています。先ほど言いましたように、この総合教育会議がで

きるきっかけはいじめの問題からだったので、重大な事案があったときにこ

の教育委員会に任せるというのではなくて、やっぱりその経緯を踏まえると

重大案件に対してやっぱり市長部局も一緒になってこの解決に当たっていく

っていう必要はあるんだろうというふうに思ってますので、もちろんそうい

うことがないようにやっていただく、教育の現場でやっていただくことが必

要だというふうに思うんですけれども、私としては市長が決して第三者的に

傍観するのではなくて、一緒に解決していこうというスタイルは貫きたいと
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いうふうに思っています。そこは御理解いただきたいと思いますし、一緒に

やっていただきたいと、そんな思いをしてるんですけども、委員の皆さんか

ら御発言があればいただきたいと思います。 

 

黒 田 委 員 小樽市のいじめの状況を共有したいと思いますが、アンケート結果では、

小樽はかなり高い数字がでているようなんです。ただ、小樽の各学校でいじ

めがすごく多いというわけではなくて、こういうことされたらいじめなんだ

よ、いやなことしたらいじめなんだよっていう、各学校の働きがけが件数と

して上がってくるっていうふうに、やっぱり認識しておりますし、学校側は

上がってきたものに対して、それはいじめじゃないよっていう、排除する姿

勢を見せない。子どもたちからまず声を上げさせて、あと先生の関わろうっ

ていう姿勢があらわれた数字だと認識しておりますので、重大事例に発展し

た例が 0 件になっているのがそういうことなのかなというふうに認識はして

おります。 

 

市 長 その数が出てるっていうことは、基本的には学校の現場では、裏を返せば

把握してるんだよっていうことなんですよね。 

 

黒 田 委 員 そうです。あと、学校訪問させていただきますと、とにかくこんなことさ

れたらいじめだよっていうふうに認知させて、やっぱりすぐに発見してつな

げるっていう、先生方のすごい強い思いをどこの学校に行っても感じますの

で、先生方は意識をすごく持っていますし、とにかく、出させよう、いじめ

かいじめじゃないかわからないけど、嫌な思いをしたら出させようという感

覚がすごくどこの学校も根づいているんだなっていうふうに感じました。 

 

市 長 早いうちから芽を摘むってことですね。 

 

黒 田 委 員 ですね。ただ、やっぱりいじめである分、なかなか声を出せないのはもち

ろん事実だと思うので、このアンケートに載っていないいじめ問題は、もし

かしたら本当に自分の身近なところで発生してるかもしれない。保護者です

とか教育関係者の教育にかかわる大人が認識しなければいけないという中

で、やはり市長も先ほど旭川の事件で、（旭川）市長が他人事のように感じた

っておっしゃってましたけれども、学校から声を出してもらう、市教委がそ

れを把握する、そして市長と連携することによって三者が連携することが学

校のためですし、子供のためですし、やっぱり小樽のためになることなんだ

という認識を共通していただきたいと思っているところでした。コロナに関

わるいじめがこれからもまだ出てくるのかなと思っていまして、やっぱり病

院関係者の家族がいわれなき差別をされたりとか、自分自身がかかったとき
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に、お前コロナだというふうになったりですとか、あとはこれから 12歳から

15歳のワクチン接種も始まってますけれども、ワクチン接種の有無による差

別とか、そういったものもやっぱり学校現場で、こういうことはいけないっ

ていうふうに徹底していく問題なのかなと思っています。 

 

市 長 これはやっぱり、早めに芽を摘んでいくという先生方の御努力によるしか

ないかなという感じはしますけれども、繰り返しになりますけども、重大案

件については、そんなことあってはならないんですけど、仮にあった場合に

ついては、私も積極的に関わっていきたいと思いますのでよろしくお願いし

ます。 

そうですねスポーツとか部活というか、いろんな野球なんかも見に行くん

ですけど、子供が減ってるっていうのもあるんだろうし、なんていうんでし

ょうかね、合同チーム編成してこうなんかやりくりしてるっていってるんで

すけど、そういうの見てると、これからのスポーツ、子供たちのスポーツ振

興ってのはどう考えたらいいのかっていうのは、ちょっと気になったことで

すね。応援してあげたいなとは思うんだけど、先生だってそんな専門ではな

い中で、部活も重ねたら、それは先生だってもう相当な負担だろうに。その

外部指導員の導入については、北海道の支援を受けてるので、これからも。

結構今使われているのですかね。外部指導員は。 

 

教 育 長 まだ足りないと言われている。今時間制限結構かかってるんですけど、も

う少し練習をさせたいと。 

 

市 長 教えてくださる方がいらっしゃれば、そこは少しサポートを。 

 

教 育 長 田舎だと指導員がいなくて困ってるみたいですけど、小樽はおかげさまで

指導してくれる方がいらっしゃるので。学校は非常にいいシステムだと喜ん

でいます。 

 

市 長 でもメリットデメリットあるんですね。 

 

小 澤 委 員 今年は９校１１人配置いただきまして、学校からは専門的な技能を持つ方

が指導員になっていただいたので、経験のない顧問の先生が指導してるより

技術面が向上しています。生徒も安心して納得しながら、技術の向上に努め

られています。それからもう一つは、顧問の先生が専門的な知識がないなか

で指導してたのが、それを部活指導員の方にある分肩代わりしてもらってい

るので、そういう意味では本来やる仕事に集中できるようになったというこ

とで、先ほどありましたが、ぜひ、充実の方向でお願いしますという要望を
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いただきました。お配りしてる資料のこの十年間の推移なんですが、中学校

数も減少してますけど、部活動の活動数が、24年度は 133ですけども、令和

3 年度は 102 に。そのうちの運動系の内訳を見ていただくと、102 でありま

したのが、78。文科系はそんなに減ってないんですけど、大きく減ってます。

それから、今、市長からのお話にありました合同チーム。26年から野球、サ

ッカー、音楽、合唱、器楽っていうのもありますけれども、バスケットとい

うふうにずっと増えているっていいますか、数もそうなんですが、当初、26

年 27 年は、二つの学校で合同チームを作っています。それが、30 年度、野

球 2、サッカー、バスケット 1 になってますけど、それからは３校での合同

チームなんです。先日、中学校の方でお話しを聞きましたら、どちらかとい

うと、今の生徒は、バドミントンですとか、卓球ですとか。 

 

市 長 テレビにも出るようになりましたしね。卓球やバドミントンなど。 

 

小 澤 委 員 ただ、合同チームを組んでる学校の校長先生のお話を聞きますと、野球を

希望する生徒が 2 人しかいないんだけれども、ぜひ、残して欲しいというこ

とで、合同チームになったので、その中で、平日は学校で練習して、土曜日

曜などに合同で練習している。そういう希望のある生徒もいる。そんな中で

も、充実させていただいて、学校からは本当にぜひ継続して欲しいって言わ

れてます。この下の図を見ていただいても、部活を設置する、或いは生徒数、

加入人数っていうのは減ってますので、この要因となるものは、少子化によ

るものなんだろうなと。これはただ小樽だけのことではなくて全国的な傾向

もあります。先日、市長が御覧になった新聞でも、３地区で市町村の３つの

地区で、もうその試行を始めてるんですね。 

 

市 長 そうなんです。 

 

小 澤 委 員 すべてがいいわけじゃないですが。そういうような状況の中で、北海道の

方では、今まで学校単位で部活動をやっていたものを、地域単位でチーム構

成するように方針を出してまして、令和 5 年度、来年再来年度以降は、休日

の部活動を、地域移行に段階的に移行して、そういう中で今試行が北海道で

も３つの地域で試行されてることのようです。その中で、部活動の今後この

少子化がこの後回復に向かうということは今ちょっと近い将来はありません

ので、減っていく中でじゃあどうしようっていって、この令和 5 年度からの

移行に、小樽の教育委員会としても対応していく方向についても検討を始め

ておりまして、ただ、地域単位の部活動ということになりましても、指導者

の確保ですとか、それから活動施設の問題ですとか、多くの課題があります。

教育委員会は、スポーツ協会とか、学校関係者と、一堂に会して検討する会



- 22 - 

 

を立ち上げて、実際の生徒の部活動を検討する方向で今準備に入ってます。

そのような状況なんですが、当面、そういう方向を目指しながら、来年度の

部活動につきましては、来年度はまだ部活動が学校単位で残りますので、部

活の指導員拡充を図っていただいて、かつ充実を図ることと、それから先ほ

どちょっと紹介しましたけど、専門でない先生が負担に感じている経験含め

てその両面を求めながら、対応していくことが大事。来年度に向けては必要

だなと思ってます。それとあわせて、先ほども言いました、その検討会議を

作りまして、今年度というとそんなに時間はありませんけどね、段階的って

いう、上の点を考慮しながら、これから少子化の中でも部活動の機会は持続

的に確保できる環境整備を進めて参りたいと思ってます。合わせてですね、

今は中学校中心ですけども、市としてスポーツ全体、スポーツ振興というこ

とを考えますと、幼少期から遊びを通して運動に親しむ機会が開かれること

が大切なのかなと思ってます。それで、幼稚園や保育所に、ボランティアの

スポーツ推進委員を派遣しまして、幼少期から運動の楽しさを体験してもら

う出前授業を行っていくと。それは、運動だけでなくて、今肥満傾向が増え

てる或いは、今デジタル化が進むことで視力が低下するという問題もありま

すので、そういう面もあわせて、運動に親しむその素地を作るのは、今後の

健康管理も振り返りながら進めていくことは大事なんじゃないかと。競技に

まず親しんで、興味関心を高めてそして、中学校になりましたら、これから

の課題ですけども、地域でスポーツに親しむものが増えてくるという方向を

進めていきたい、というような構想で今考えているところです。今年度事業

を進め、推進しています。その基盤として、総合体育館や屋外競技場の老朽

化の課題があります。現在、教育委員会はいろんな形でのその運用に努めて

いるところなんですけど、ぜひその改善、さらには建て替えを御検討いただ

ければなと思っております。 

 

市 長 ありがとうございます。いろんなことを御検討いただいて本当にありがた

く思っております。本当に子供たちがやりたいスポーツをできる環境をやっ

ぱりしっかり作ってあげたい。中体連のあり方とか考え方変わりますよね。

ありがとうございます。 

最後はふるさと教育についてですが、言うことないんです、本当に一生懸

命やっていただいてるなっていうふうに思ってまして。先ほどもちょっと話

をしたんですけども、文化庁が進める日本遺産、教育委員会の歴史文化基本

構想を作ってたところからスタートしてきてますので、もう本当に、いろん

な取組をやっていただいているのは、それがベースにいろんな動きが広がっ

てきてるわけで、もう本当に副読本の出来栄えなんていうのは素晴らしいな

と思ってますし、これを引き続きあとは無形文化財の伝承みたいな部分を各

学校でやっていただいておりますので、引き続き学校の授業の中で、そうい
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ったふるさと教育を通じて、郷土愛、醸成に努めていただきたいと思ってお

りますし、このふるさと教育は最大の人材育成ではないかなと思っておりま

すので、本当に、つまり今我々がやろうとしている、歴史を生かした或いは

文化を生かしたまちづくりのよき理解者になってくれるはずなので、ここは

しっかりとお力添えをいただければと思います。これは、荒田委員から御説

明いただけるということで。 

 

荒 田 委 員 資料 4、ここに紹介されておりますけども、社会科の副読本で小学校 5、6

年生が使いながら、博物館の職員を外部講師として招いていることと学校外

での活動の潮音頭が２年続けて中止になって、ねりこみへの参加ができなく

なるなど、ふるさと教育ということで、実際に何かを体験する機会というの

はコロナ禍の影響を受けて、もしかしたら少なくなってるんではないかなと

いうふうにこの資料の目的のところにも書いてありますけども、触れ合いを

通して、ふるさとの良さに気づき自己の将来について考える、考える機会を

設けるということがありますけども、学校から出て、歴史的な資源であった

り、屋形船で小樽港の岸壁を見るとか、そういった活動がなかなかできなか

った部分もあるというふうに思いますので、博物館の例えば映像をまとめた

ものだとか、リモートだとかの取組というのを、コロナの状況ですから進め

ていかなくちゃいけないのかもしれませんけども、それと同時に、実際に本

物に触れて、あそこには様々な人も入ってくるのかなと思いますけれども、

そういうものを見るような体験的な活動というのが基本であるべきだという

ふうに思います。博物館に行くだとか、或いはちょっと日本遺産を見に行く

だとかっていう時に、距離があることによって、費用の制約があって、バス

を借りるなど、その費用の面もしていかなくちゃいけないということで、今

後もコロナの状況を見ながらになりますけども、校外学習を充実させていけ

るような、御支援を引き続きいただきたいと思います。それから無形文化財

の話もありますけれども、これも引き続きになりますけども、小樽の伝統芸

能の継承という意味と、それから子供たちのふるさと教育という意味で。 

 

市 長 松前、越後、向井流。 

 

教 育 長 今回、併置を機に、学校の特色としても。 

 

市 長 そういう郷土の無形文化財、それからストーンサークルとそういう直接文

化財に触れながら、これはもう学校の方で、併置を進める中の検討としても、

今年から事前に取組んでくれていることなので、こういうふるさとを大切に

するいい取組をどんどん忍路の小中でやってほしいなと。いろんな取組の中

でやっぱり内外から評価されるような学校になってもらいたいなと思います
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し、先ほど言ったように、今度は我々がどこ行ったってもう西地区って小樽

から見放されたところとか言われるんですよ、住民説明会でも。そうではな

くて、やっぱり西地区もやっぱりそれぞれの地域特性を生かして、やっぱり

学校と一体となって地域づくりもやっぱりしていくことで、なんていうか、

欲を言えば、そこに移住してくる方がいるとか、或いは遠くから学校に通っ

てくる方がいるだとかっていうようなことで、評価をいただければいいなと

いうふうに思ってますので。小さいんだけれども、僕はすごく期待をしてお

ります。 

 

教 育 長 例えば、不登校の子どもが大きい学校ではなじめないと、そういう子も来

てほしいなと校長と話してるところです。 

 

市 長 大いに期待をしています。また引き続きふるさと教育についてはお願いし

たいと思います。 

これで終わりなのですが、先ほど冒頭申し上げました通り、これから予算

編成に入りますので、いただいた御意見などについては、予算編成の中で議

論させていただきたいなというふうに思っております。どれも看過できない

ような重要な課題だなというふうに思ってます。一遍にというわけにはいき

ませんけれども、引き続き庁内でも議論させていただきたいなと思うのです

が。せっかくの機会ですから何かその他で御発言があれば。 

 

小 澤 委 員 一つお願いがあります。児童生徒の通学路の安全の確保ということで、残

念なことに、小学生に交通事故がありまして、各学校においては、事故防止

に向けた指導徹底を図っているところなんですけど、関連して、昨年度たま

たま私の住む桜町のロータリーのとこの横断歩道がみんなかすれて見えない

んです。それで、教育委員会のほうに連絡して、調べてもらったら、昨年 9

月、8 月末か 9 月の初めに、それを引き直す予定になってますよっていうこ

とで、若干早まったなと思う時期にしていただきました。今もそれはきちっ

と良く見える恰好になってます。実態見てみますと、交通量に比例して摩耗

してきますので、横断歩道の路面表示が、すり減ってるような状況が見られ

ます。雪解けには少なくても通学路の横断歩道の路面標示が運転者にもくっ

きりはっきり見えて、そしてそこを行き来する生徒にもきちっと見えるよう

に、はっきりと認識できるように更新していただけるようにお願いしたいな

と。公安委員会になるのでしょうか。そちらのほうに要望をと思っています。

また、これからの降雪期になりまして、通学路となっている道路もすべりや

すくなってきます。昨日も夜間になってから歩道の除雪をしていただきまし

た。これも子どもたちの安全確保の点ではありがたいなと思ってるんですが、

毎年申し上げてますけど横断歩道周辺の雪が高くなって、子どもたちの身長
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を超すような山になるときもありますので、そういう危険が増しますので、3

学期の開始前には通学路付近の雪山排雪を今年もぜひよろしく。 

 

市 長 特に、当時統廃合がありましたから、子供たちの通学路が長くなってます

ので、子供たちの通学時の安全確保をしっかりやっていかなきゃいけないと

思いますし、今日午前中に交通安全委員会っていうのがありまして、教育長

もお出になったんですけど、教育長の方からもメンバーで参加されていた国

道の管理者と、それから道道の管理者に対しまして、通学路の横断歩道の白

線これが見づらくなってるので、これをしっかり見やすいように表示してい

ただきたいっていうことを教育長の方からも要望しておりますし、市の方も

市道をしっかりやっていかないといけないなと思っています。それから雪山

の問題につきましては、副市長が除雪対策本部長ですのでその辺はしっかり

と。 

 

副 市 長 通学路の除雪のうちの主要な路線と通学路、これは 1 番目の主要な取組に

挙げてますので、交差点は去年まで増やして 100 だったんですが、また今年

ももう 2、3か所増やして危険なところはやりたいと思います。3年ぐらい雪

が少なくて、排雪を十分できたんですけど、雪が多くてもしっかりやってい

きたい。 

 

市 長 雪の要望みたいなのは、学校から直接来てるんですか。 

 

教 育 長 学校から教育委員会に上げて、それを建設部の方にいくようにしています。

その都度何かあればお願いをしてくるというように連携取りながらやってい

ます。 

 

市 長 わかりました。何かありましたら言ってください。ちょっと時間を超過し

ておりますけれども、本当にいろいろ御意見いただきましたし、年 1 回では

ありますけども、本当に大事な場面、大事な機会だなと改めて思いました。

引き続き市長部局と教育部としっかりと連携をしていきたいと思います。一

遍にはいきません、少しずつ教育環境の整備に努めていきたいというふうに

思っておりますので、教育委員の皆様にはお力添えを賜りたいというふうに

思っておりますので、よろしくお願いしたいと思います。長時間なりました

けども、御審議いただきまして、ありがとうございました。引き続きお世話

になりますがよろしくお願いしたいと思います。今日はどうもありがとうご

ざいました。 

 

 以上 

 


